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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、アカデミックな学術専門誌や学術会議を対象とした研究分野間の関係性に
基づく知識構造化を行ない、可視化し分析を行うことで、研究者などのユーザが学術専門
誌や学術会議がもつ専門性を把握することを目的とし、システム開発を行った。さらに、
近年研究分野の細分化の激しい情報学分野と経済学分野の文献情報を初期データとして、
両分野に存在する学術専門誌と学術会議が持つ見えざる専門性を対象に、比較・分析を行
なった。評価として、その分野の博士号をもち精通していると思われる専門家と、その分
野に全く素養のない素人による比較を行ない、システムによる提供情報の効果の調査を行
った。これにより、学会間がもつ見えざる専門性を具現化し、支援することで、その分野
に全く素養のない素人ユーザに対して、見えざる専門性の把握に関して専門家と同様の十
分な支援が行えることを実験的に示した。これらの成果は、学会誌 2編に掲載された。ま
た、学会発表では優秀論文発表賞を受賞した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 In this research, we tried to show covering domain “invisible specialty” of a 
research fields by offering of the relations between papers in the field to novice 
researchers by proposed visualization system based on a research field network. We 
found it is not significantly different between experts and novices concerning the 
comprehension of actual covering domain of two academic journals in economics by a 
sorting test of published papers in each journal. Moreover, we confirmed that novices 
comprehend more clearly and consistently the covering domain of the fields by the 
developed information visualization system based on hierarchical research field 
network. These results are published on two journal paper and won the best paper 
presentation award. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、新しい発見や技術の急速な発展に伴

い、ユビキタスネットワーク、ネットワーク
ロボティクスなどに代表されるように、研究
分野もますます高度化・複雑化・多様化して
いる。それによって、各研究分野がもつ専門
領域も細分化され、それらを有機的に結合す
るグローバルな横断型科学技術がその重要
性を高めており、これらの関係を俯瞰的に理
解することが重要になっているといえる。
2005 年に文理にまたがる 43 の学会が、自然
科学とならぶ技術の基礎である「基幹科学」
の発展と振興をめざして横幹連合が設立さ
れ、知の横断型会議である「第 1回横幹コン
ファレンス」が盛況のうちに開催された。し
かし、このような試みは近年始まったばかり
であり、特に各分野の知見をどのように活用
するかが重要かつ必須の問題とされている。
現状では、各分野における情報交換にとどま
っているといっても過言ではない。そこには、
各分野に共通するような横断的かつ包含的
な事象に基づいた解析とその情報提供が不
可欠である。 

これまで各研究分野における文献探索を
行なう場合、検索エンジンや文献の孫引きな
どを駆使して行なってきた。CiteSeer、
SienceDirect、Web of Schience、そして 2008
年度、英 Times 誌世界の大学ランキングで新
たに採用された Scopus 等、幾つかの特殊な
サイトには詳細な文献情報があり、引用情報
や文献間の類似情報等により必要な文献を
見つけることが可能である。しかし、各研究
分野において実際にどのような研究がどの
ように行われているか、ある会議の今年と昨
年の違いは？この 10 年でどのように研究テ
ーマは変遷してきたのか？など、いずれも全
体像の把握を行なうことは難しかった。 
一方、研究動向を調査する研究は、計量書

誌学などの分野を中心に古くから行なわれ
てきており、情報技術の発展に伴い、従来の
引用・共引用解析だけはなく自然言語処理技
術なども利用されて様々な領域で研究が行
なわれている。また、最近では、複雑ネット
ワーク科学や、ネットワーク分析などの研究
領域の発展によって、ネットワークにより知
識を構造化し、分析する研究も多く行なわれ
るようになった。しかし、研究領域全体の研
究動向を探るといった目的、ネットワークの
定義、引用・共引用解析の利用などの違いに
より、細分化された各研究分野がもつ専門領
域を顕在化させることはできなかった。 

申請者は、これまでに、研究領域の垣根を
越えた統一的な設計原理構築を目指し、これ
まで曖昧であった一連の研究分野間の全体
像を明確にするために、科研費・若手研究（B）
「文献情報に基づく研究分野間ネットワー

ク分析」（2007-2008）において、研究分野ネ
ットワークを構築し、文献情報に基づいた分
析を行なってきた。その際に、情報学分野と
経済学分野における、20 年分の約 3,000 超の
文献の蓄積も独自に行なってきた。 
ところが、今までの研究においては、ある

文献セットにおける研究分野間の関係性を
可視化することはできたものの、文献セット
間の違いを明示化することは十分ではなか
った。たとえば、近年の研究分野の細分化に
より、いくつかの情報学や経済学の学術論文
誌間では扱う研究分野の多くが重なってお
り、投稿する論文の内容を考えるとどの学会
誌に投稿するのがより適切なのか、新米の研
究者に限らずその専門家でさえも把握しづ
らい状況である。これらの情報をユーザに支
援できれば、様々な機関の様々な目的に対し
て有用となる。実際に申請者は、これまでに
いくつかの大学、企業、学会から、将来的な
システム利用の相談と同時にそれらの情報
提供に関する相談を受けている。 
そこで、学術論文誌や、学術会議などがも

つ見えざる専門性（Invisible Specialty）
を明確にし、研究者などのユーザに支援する
研究を行なうことを着想するに至った。 
 

２．研究の目的 
 本研究では、アカデミックな学術専門誌や
学術会議を対象とした研究分野間の関係性
に基づく知識構造化を行ない、可視化し分析
を行うことで、研究者などのユーザが学術専
門誌や学術会議がもつ専門性を把握するこ
とを目的とする。研究分野間の関連性を明ら
かにすることは研究分野の把握においてユ
ーザに有用な情報を提供するものと考える。 
 データとしては、これまでに蓄積してきた、
特に近年研究分野の細分化の激しい情報学
分野と経済学分野を初期データとして、両分
野に存在する学術専門誌と学術会議により、
比較・分析を行なう。具体的な評価としては、
その分野の博士号をもち精通していると思
われる専門家と、その分野に全く素養のない
素人による、比較を行ない、システムによる
提供情報の効果を評価する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、１）文献情報からの知識を知識

構造化し視覚化する開発研究、であると同時
に、２）知識構造化された情報からの情報を
分析する分析研究、でもある。そのため、シ
ステムの開発、構造化情報の分析、という 2
つの研究項目から構成される。本研究は平成
21 年度と平成 22 年度の 2年で実施する予定
である。 
 本研究の遂行には、文献調査システムの構
築にあたって、文献情報に関する知識とシス



 

 

テム構築のスキルが必要である。申請者は、
文献情報からの研究分野間知識の共有を目
指したアプリケーションの実現に関する研
究を続けてきており、文献知識に関する調査
研究や Web情報の分析研究などの研究実績を
活用する。本計画の準備として、文献関連ネ
ットワーク分析システムとして特許申請の
ための発明書提出を行っている。また、具体
的文献の調査に関しては、本計画実施前に、
情報学分野と経済学分野における、20 年分の
約 3,000 超の文献を収集し、予備調査を行っ
ている。 
 従来のように軸や要素によって文献間の
関係を調べようとする方法をトップダウン
的アプローチとするならば、本研究は、各文
献の特性を示すキーワードの関係性に基づ
いて、分野間の関係を創出しようとする、ボ
トムアップ的アプローチといえる。そのため、
よりシステマティックに対象間の関係構造
から創出される分析的方法が好ましい。そこ
で、本研究では、このような分析的アプロー
チを採用する。 
本研究のネットワークは研究分野をノー

ドとしている点に特徴がある。しかしノード
とする分野をどう定義するかという問題が
生じる。研究分野について体系化されていな
い情報系分野などでは、たとえば年次大会な
どの会議単位が分析対象となった場合、その
会議の発表セッション名を分野としてノー
ドとする手法が可能である。また、通常一つ
の文献は複数の研究分野に関わっているも
のが多い。そこで本研究では文献の主題とな
る分野と関連分野に分けエッジを作成する。
主分野から関連分野へエッジを作るため、ネ
ットワークは必然的に有向グラフで表現さ
れる。一方、経済学分野に関してはJournal of 
Economic Literature Classification 
System(JEL)と呼ばれる研究分野について体
系化されたコードが用意されており、その分
野の分類体系として利用することが可能で
ある。これらのコードは研究分野の包括性か
ら 3つの階層から構成されており、このよう
な研究分野間の階層構造も視覚構造化する
ことが肝要である。 
ネットワークの定義は、分野をノードとし

たネットワークを構築する。各文献に関連す
る研究分野同士をエッジで結ぶことで、ネッ
トワークを構成することができる。また、グ
ラフレイアウトには Java Development Kit
の GraphLayout または Kamada & Kawai のモ
デルを用いる。 

これらのレイアウトは、エッジに距離を設
定でき、関係の深いノードは近くに配置でき、
エッジは太く、次数の大きいノードは大きく
表示することが可能である。 
分析手法としては、主に研究者間ネットワ

ークの調査に用いられているネットワーク

分析手法、特に中心性、クリーク、エゴセン
トリックネットワーク、差分グラフなどに注
目し調査を行いユーザに即時に分析情報を
提供する。そのため、比較のための 2つ以上
の視覚化情報を同時に比較するためのウイ
ンドウ比較表示、階層化されたネットワーク
構造を表示するための階層化構造表示、2つ
のグラフの違いを視覚的に表示する差分グ
ラフ表示、あるノードを中心とするウインド
ウ比較表示を用いたエゴセントリックネッ
トワーク表示、完全グラフを表示するクリー
ク表示などの視覚化方法を統合しシステム
として開発する。 
前述の予備調査において、経済学分野にお

いて非常に関連の深い（違いがわかり難い）
と言われているジャーナル 2 誌（JEDC と
JEBO）について 2004 年度から 2005 年度にか
けてその違いについて調査を行っている。そ
れぞれの学会誌の 2年間で掲載された論文
200 件あまりのグラフ化を行っており、それ
らの差分グラフを表示することができる。例
えば、赤い線は関係が増加したエッジ、青い
線は関係が減少したエッジを示し、2誌の特
徴を視覚的かつ分析的に捉えることが可能
である。 
初年度は、文献の収集と、学会、会議を単

位に焦点をあて予備調査を進めつつ、システ
ムの汎用性を高める。すでに予備調査におい
て 3,000 余の収集を行っており、それらを活
用するとともに引き続き調査・分析・システ
ム開発をスパイラルに行う。 
次年度は、蓄積した文献と専門誌、会議を

中心とした実践的な研究分野把握実験を行
ない、評価を行なう。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究課題は、アカデミックな学術専門
誌や学術会議を対象とした研究分野間の関
係性に基づく知識構造化を行ない、可視化し
分析を行うことで、研究者などのユーザが学
術専門誌や学術会議がもつ専門性を把握す
ることを目的とし、システム開発を行ってき
た。初年度は、可視化システムの機能として、
ウインドウ比較表示、階層化構造表示、差分
グラフ表示などを中心とする視覚化方法を
統合し、支援システムとして構築した。また、
情報学分野と経済学分野の文献情報を初期
データとして、両分野に存在する学術専門誌
と学術会議が持つ見えざる専門性を対象に、
前述のシステムにより比較・分析を行なった。 
 
(2)システムの具体的な評価として、専門家
と素人による比較を行ない、システムによる
提供情報の効果の評価を行った。これにより、
学会間がもつ見えざる専門性を具現化し、支
援することで、その分野に全く素養のない素
人ユーザに対して、見えざる専門性の把握に



 

 

関して専門家と同様の十分な支援が行える
ことを実験的に示した。 
 
(3)上記の成果は、学会誌 2編に掲載された。
また、学会発表では優秀論文発表賞を受賞し
た。次年度は、様々な外部要因によって影響
を受け多様に変化する研究分野間の関係性
の予測を目指し、共同プロジェクトに基づく
論文と共著者の関係情報を利用し、研究分野
動向分析を行った。これにより、従来までの
論文情報に基づくネットワーク特徴料の時
系列変化によるネットワークの成長予測だ
けではなく、プロジェクトの特徴や研究者の
専門性に着目したネットワークの成長予測
を行うことが一部可能となった。この成果を
国内会議にて発表を行った。 
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